
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[北方林業研究室]C.利用材積表の調製方法に関する
研究

柿原, 道喜
九州大学農学部附属演習林 : 助教授

中井, 武司

今田, 盛生
九州大学農学部附属演習林 : 助手

青木, 尊重
九州大学農学部附属演習林 : 助教授

https://doi.org/10.15017/1456303

出版情報：演習林研究経過報告. 昭和42年度, pp.79-81, 1968. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



c .利 用材 積 表 の調製 方 法 に関 す る研究

柿 原 道 喜 。 今 田 盛 生

中 井 武 司 ・ 青 木 尊 重

合理的利用材積表の調製方法 を明 らかにするため、各 樹種、各 方法について検 討中であるが、

本年度は、北海道演習林産 カラマ ツ、 ミズナ ラを対象 に してプ ロビッ ト法 に よる利 用材積表 の調

製を こころみた。

1カ ラマツ2変 数利用材積表 の調製

北海 道演習林21林 班 に所在す るカ ラマッ林(15年 生)の 間伐木137本 を資料 とし、丸

太級 を次 の4種 に区分 して利 弔材積表 を調製 した。

A1:長 さt5mで 末 口直径5cm未 満 のもの

A2:長 さ15mで 末 口直径6～18餓 の もの

A3:長 さ1.5皿 で 末 口直径11aπ 以上 の もの

B:長 さ1.8mの 恵の

次に、21林 班 の間伐木468本 に 対 して本材積表 を適 用 した ところ、A歯 よび全体 に対 し

ては非常に よ く適合 して診 り、 また、A歯 よび 鬼に対 して もかな りよく適合す るが、Bに つ い

ては過大な数値を示 す ことが認 め られた。 この理 由 としては、対象が小径木で あ って樹 高範 囲

が狭い こと、胸高直径15cmL■ 上 の資料が少 ない ことなどが考え られた。 な海、本研究の詳細

は、第16回 日本林学会北海 道支部大会 で発表 した。

2.カ ラマッ1変 数利用材 積表 の調製

資料は、前者 と同 じものを用い、 ーまた、丸太級の区分 も前老同様4種 と して、1変 数利 用材

積表 を調製 した。その結果 は表一1に 示す とお りで ある。

次に、本材積 表 を昭和41年 度、42年 慶 に実施 した間伐林 分(1,2G林 班i)、 林 道支障

木伐採林分(25,28,29林 班)の 伐採木に適用 した ところ、(1>、2変 数利 用材 積表 を適

用 した場合に くらべ ると精 度が劣る こと、(2>、 形質不 良で伐 捨てにす るものがある場 合には過

大推定に なること、(5)、生 産 数量 の多少に より採材方法が異 なるので、 プロビヅ ト法に よる場

合には、 いろいろの場合 を想定 した利 用材積表 を調製 して診 く必要が あることな どが認め られ

た。 な論、本研究の詳細 は後 日報告 の予定 であ る。



表一1カ ラ マ ツ 利 用 材 積 表

5.ミ ズナ ラ1変 数利 用材積表の調製

北海道演習林1林 班 に所在する ミズナ ラニ 次林 の間伐木100本 を用い、丸 田級 を次 の3種

に区分 して1変 数利用材積表 を調製 した。

A:長 さ1.8mの バルブ材

B:長 さ1.8皿 の 抗木

C:長 さ2。4mの 抗 木



表一2ミ ズ ナ ラ利 用 材 積 表

本材積表を1林 班の間伐木5,202本 に適用 したところ、(1)資 料が適正でなかウたため過

大な数値を示すこと、(2>パ ルプ用材、坑木用材の判定は偲入によりかなり差があるため誤差

が大嚢く、用途別丸太級材積表を調製することは困難であることなどが認められた.

本研究の詳細は後ヨ報告の予定である。

論 わ り に

本年度 は、 カラマ ツ、 ミズナ ラの間伐木 を対 象にプ ロビッ ト法 に よる調 製を こころみたが、資

料が少 ない うえに収 集方法 に も2、5不 備 な点 があ ったので満 足すべ き結果 が得 られ なか った。

今後、 資料 の収 集方法 の改善 をはか りなが ら多 くの資料 を集 め、 ブ 際ビッ ト法 の長所、欠点 を明

らかに してい く予定 であ る。


